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今月の成句 
 

「収穫は多いが、働き手が少な

い。だから、収穫のために働き手

を送ってくださるように、収穫の

主に願いなさい。行きなさい。 

わたしはあなたがたを遣わす」    

 ルカによる福音書10・2-3 

《巻頭メッセージ》                       相賀 昇 

6月本例会   

日時 6月25日(金)17:00～ 

場所 かけはし都筑（ZOOM併用） 

司会 今城宏子 受付 横田孝久 

 

～プログラム~ 

1. 開会点鐘     会長 

2. ワイズソング・ワイズの信条 唱和 

3. 今月の聖句・祈祷   チャプレン 

4. ゲスト・ビジター紹介 

5. 会長挨拶     会長 

6. 卓話  ロバート・エスキルドセン氏 

 「幕末と明治のキリスト教と 

     宣教師、横浜を中心にして」 

7. 協議・報告事項（行事予定） 

8. YMCA報告 

9. Happy Birthday 

 横田さん（6/10） 

11.スマイル・アピール 

12.閉会点鐘                   

つづきクラブ創立15周年に寄せて―新たな夢と幻をもって 

毎 年5月に迎える創立記念日はキリスト教会の

誕生日である「ペンテコステ」(聖霊降臨祭)の

時期と重なります。実はペンテコステはユダヤ教の「五旬

祭」という祭日に起こりました。五旬祭とは「刈 り入 れ の

祭り」とも呼ばれ、小麦の収穫を祝うものでした。その

日、使徒ペトロはヨエルの預言「若者は幻を見、老人は

夢を見る」を引用。このことが聖霊降臨によって実現したと公然と宣言したの

です。 

「夢」という言葉にはどこか荒唐無稽なおもむきがありますが、苦しい現実

を超えて将来に明るい希望を見させる響きがあるのは確かです。かつてキン

グ牧師が「私には夢がある」と叫んで、虐げられた黒人の人々を励ましたとき

の「夢」も将来への希望であり、ヴィジョンでありました。人間中心の将来計

画はどんなに良い夢と思っていても人偏が付いてやがて儚くも消えて行きま

す。しかし、神様が与えて下さる夢は必ず人を本当の平和と幸福へと導く夢

です。 

コロナ禍の経験は様々に人生に対する態度を動揺させ、世界の全体像

に対しても大きな疑問を投げかけています。同時にこのパンデミックから学ん

だことは、お互いに配慮しあうことの大切さであり、日頃あたりまえとしてきた

小さなことに感謝する生活ではなかったかと思います。  

ペンテコステが起きた日は、小麦の収穫を感謝し、その初物を神様に捧

げる祭りの日でした。そこに聖霊が降されたことは、これから始められる伝道

や奉仕の働きが、豊かな刈り入れと収穫を期待することができることを意味

していたはずです。神様は私たちにまず聖霊を与え、それによって人格の

力、奉仕の力、連帯する力という豊かな賜物を内側に生み出し、実りと収

穫へと導いてくださいます。「すると、…若者は幻を見、老人は夢を見る」(使

徒言行録2・17)。神様の愛にもとづく夢と幻こそが、コロナ禍にある私たち

に常に新たな始まりへの力を与え、豊かな実りへと導いてくれるのではないで

しょうか。                            （完） 

横浜つづきワイズメン&ウィメンズクラブ 
Since May 13, 2006 
創立15周年記念号 

「あなた方の間で苦労し、主に結ばれたものとして導き戒めている人々

を重んじ、また、そのように働いてくれるのですから尊敬しなさい。 

互いに平和に過ごしなさい。    （テサロニケ5：12-13） 

～2021年度横浜YMCA基本聖句～ 
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横浜YMCA総主事 

   佐竹 博 

 

横 浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブの皆様、いつ

もYMCA運動にご奉仕とご協力を賜りありがとう 

ございます。 

15年間の積み重ねは、横浜YMCAと地域に、貴クラブの

存在感と活動実績を確固たるものにされました。まことに 

力強く、横浜YMCAにとって心強い存在と感じています。 

貴クラブのお働きの中で印象的なところを感謝と共に述べ

させていただきます。一つは地域に向けた独自の活動をさ

れていることです。You＆Iコンサートは、誰もがともに音楽

を楽しむ場を提供しようとされています。東日本大震災復

興支援では、独自に宮城県山元町の福祉施設と交流を

持ち支援されています。北YMCAをはじめとした横浜

YMCAの諸活動への参加、協力に加え、独自の活動をさ

れていることに、バイタリティの強さを感じます。そして、それ

ぞれの活動がキリスト教的価値観を重んじ「隣人になろう」

とされていることに私たちも刺激を受けています。もう一つ

は、「クラブメンバーが硬直化しないように、自分たちに居心

地のよい閉鎖的なクラブにならないように気をつけている」

と、鈴木会長のコラムにあったクラブの在り方です。ボラン

ティア活動をする組織が存続し、活動を継続していくこと

は、支援を受けている地域や人々にとってとても重要なこと

です。仲の良い組織ほど、硬直化の課題による、活動の

先細りにつながる危険をうちに抱えます。その点、貴クラブ

はいつも新しくいることを目指し、心掛けている点で、次の

15年もその次の15年も、さらにその次も、、、社会に働き

かけつづけていることだろうと、皆さまの志に尊敬の念を抱い

ております。 

貴クラブの活動が充実し、ますます発展されること、クラブメ

ンバー皆様のご健康が守られますことを心からお祈りいたし

ます。 

これからも地域社会のために横浜YMCAとともに働き、とも

に歩んでまいりましょう、15周年、本当におめでとうございま

す ！ 

 

ワイズメンズクラブ 

国際協会  

東日本区理事  

  板村哲也 

      （東京武蔵野多摩クラブ） 

 

創立15周年おめでとうございます 

 

横 浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブの皆さま、 

創立15周年を迎えられましたこと、誠におめでと

う ございます。心よりお慶び申し上げます。 

貴クラブにおかれましては、先駆的なクラブ名と体制で創

立以来今日まで時代の変化や多様化する社会のニーズ

に対応しながら、横浜YMCA、横浜北YMCAと共に地域

に根差した様々な活動を積極的に展開しておられます。

また、東日本大震災復興支援活動など、幅広い分野で

継続的に熱心にボランティア活動を実施して来られまし

た。仲良く楽しく、かつ端正なクラブ運営で15年間密度の

濃い内容で社会に貢献しておられます。また、部のみなら

ず東日本区の発展にも大きく寄与・貢献してくださってい

ます。 

 これもひとえに歴代の会長ならびに会員の皆さまのたゆ

まぬご努力の賜物であると深く敬意を表します。 

私たちを取り巻く環境は常に変化しています。新型コロナ

ウイルスは環境への適応の重要さ、環境の変化に適応し

ないものは、生物も人間も組織も淘汰され、衰退、滅亡

するという地球40億年来の現実を改めて私たちに思い出

させました。 

貴クラブがこれまでに蓄積されてきた豊かな経験、ノウハ

ウ、人々との繋がりを基に、環境が求める新たなスキルと

ツールを身に付け、これからも時代を切り開き末永く活動・

発展を続けられることを願って止みません。 

最後になりますが、横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ

の皆さまのご健勝とご活躍を心からお祈り申し上げ、お祝

いの言葉と致します。 

 

 

横浜つづきワイズメン&ウィメンズクラブの創立15周年にあたり、皆様より暖かいお祝辞を頂きました。 
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ワイスメンズクラブ国際協会 

湘南・沖縄部長 古田和彦 

          （横浜クラブ） 

創立15周年おめでとうござます 

2 006年5月13日にチャーターされ、晴れて15周年

をお迎えの横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブの

みなさまに心よりのお祝い申し上げます。 

貴クラブは、あらゆる面で部内に新風を巻き起こしてくだ

さっています。 

まず、唯一、「メン＆ウィメンズクラブ」との名称を冠し、従

来の男性中心クラブから女性も同様にクラブメンバーとし

て受け入れることを明示しておられます。そして、15年に

亘る活動において遺憾なくその名称にふさわしく活動され

ておられますことに敬意を表します。さらに、「You ＆ I コ

ンサート」を企画し、多くの地域住民の皆様をも巻き込ん

で10年以上にわたり展開されていることや、東日本大震

災被災者支援活動として宮城県亘理郡山元町への継

続訪問など、しっかりと地に足をつけた地域活動を着実に

進められていることは、部としての誇りであるとともに、部内

各クラブへの大きな刺激と励ましを与えてくださっています。

改めてこころから感謝申し上げます。また、横浜YMCAの

インターナショナルチャリティーランやエイズ文化フォーラムな

どへの率先参加・協力にとどまらず、横浜北YMCAの強

力な支援グループとして運営委員を輩出するほか、日頃

からYMCAとの深い協力関係を構築されていることも私た

ち部内各クラブへの良い手本となっています。 

さて、この1年ほどはコロナ禍のためそれぞれ十分な活動や

交わりができませんでしたが、その中においても、貴クラブに

おいては、この1月に新しい会員をお迎えできたことも15

周年にふさわしい喜びと存じます。本来なら、対面でお会

いし、共に15周年をお祝いしたいところですが、この事態

です。ここは我慢し、一日も早くコロナを乗り越え、共に感

謝の杯を酌み交わす日を待ち望みましょう。 

 

《会長挨拶》 《お祝辞》 

持続可能なクラブ運営・新たな15年に向けて！ 

      会長 鈴木 茂 

横 浜つづきクラブは2006年5月13日にチャーターさ

れ、本年5月に創立15周年を迎えることになりま

した。まだまだひ弱なクラブであり、高齢者ばかりのよたよた

歩きのクラブですが、15年の歴史を刻むことができましたこ

とは、東日本区、湘南・沖縄部をはじめとするワイズの

方々の暖かいお支えがあったからこそと、改めて感謝申し

上げたいと思います。 

 しかし、この15周年に当たって自らのクラブの現状を冷

静に観察しますと、残念ながら決して活気ある元気なクラ

ブとは言い難いように思われます。この機会に当クラブは、

次の新たな15年に向かって、持続可能な強靭なクラブ作

りを目指した自己改革を行なう必要があります。 

 皆さんご存知のように国連総会は2015年9月、2030

年までの15年間、世界各国が達成に向けて取り組むべ

き「持続可能な開発目標（SDGs）を満場一致で採択

しました。このSDGsは貧困や飢餓を終わらせ、人権や

ジェンダーの平等を守り、地球環境や天然資源を持続可

能な方法で管理することを目指した17項目の目標を定

めています。わが国でも最近は、政府をはじめ各自治体や

民間企業・団体・個人の段階で、SDGsへの関心が高ま

り、さまざまな対策に取り組み始めていることは喜ばしいこ

とだと考えています。 

 ところで国連はこのSDGsを推進するするにあたり、「地

球上の誰一人として取り残さない」ことを誓いのキャッチフ

レーズとしています。この誓い通りにSDGsの目標を達成す

るためには、何よりもまず世界の平和を守り抜くことが前提

になると思われます。 

 私たちのつづきクラブにおいても、持続可能なクラブ運営

を実現するためには、これまで以上に新規会員の増強に

注力するとともに、新入会員に関し、SDGsと同じ精神す

なわち「誰一人取り残さない」という姿勢で臨むことが不可

欠と考えます。もちろんこれは、新入会員に対して波風を

立てないように適当な処で妥協せよということではなく、新

入会員をはじめクラブの中で弱い立場にあるメンバーに配

慮しつつ、クラブ運営を図ることが大切であることを意味し

ます。そのうえでこそ、真に望ましいメンバー間の絆、

YMCAとの絆そして地域との絆が形成されるものと信じま

す。 
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NPO法人 

 アーモンドコミュニティネットワーク  

           水谷裕子 

皆 さまと初めてお会いしたのは、

13年前の2008年「かけはし

都筑」で教えていた傾聴勉強会でした。クラブとして「傾

聴」を学び地域ボランティア活動に活かして行きたいと伺

い、2009年に「より良い聴き手になるために」講座を担当

させて頂きました。2010年には「みんなが楽しめるバリアフ

リーの素敵なコンサートを立ち上げましょうよ!!」とのお誘い

を受け、その熱いミッションに共感し「You & I コンサート～

あなたとわたし 障がい児・者とともに～」の運営委員となり

ました。毎年Y’sの活動の輪は広がり、2011年東日本大

震災の時には被災地での傾聴活動に出て行かれ老人施

設や保育園を定期訪問され、隣人に仕え続ける皆さまの

姿には頭がさがる思いでした。 

Yokohama-Tsuzuki Y's Men & Women's Clubの

名前の謎は、「あえてメン＆ウィメンズと名付けたのは、ジェ

ンダーバイアスの無い活動をしていく方針なんですよ。」の

言葉で解け、なんと先駆的なシニアの団体かと驚きまし

た。  

私も今年シニアの仲間入りをして、改めてY’sの皆さまを思

うと、男性も女性も活き活きとされ、人と関わり共に生きる

「いのちに仕える」大切な活動を作り上げて来られたのだな

と実感します。創立１５周年、おめでとうございます!! 

みんなの家  

     中村真知子 

1 5年前、ワイズさんが活動を開始なさっ

たのと時同じくして【みんなの家】もここ

都筑の地で産声を上げました。『全ての人が分け隔てなく、

いたわりあい暮らしていける社会に近づけたい』という同じ思

いが、『さおちゃん』という名前の小さな可愛いお嬢さんを通し

て二つのグループを出会わせてくれました。 それから15年、

チャリティーラン、バザー、コンサートなどなど本当にたくさんの

活動を一緒に楽しませていただきました。みんなの家の行事

にも積極的にご参加くださり、私共も兄とも姉とも思い、頼り

にさせていただいてきました。 

【みんなの家】は＜複合的福祉共生住宅＞としての実験

住宅です。＜共生＞という本当の意味を、ワイズの皆さんの

生き方や実践を通して学ばせていただきました。これからもい

ただいたこのご縁を大切に共に生きていかせてください。 

             

横浜室内合奏団  

   代表 佐藤大祐 

横 浜室内合奏団の佐藤大

祐と申します。今まで9回

のYou & I コンサートに出演させ

て頂きました。ワイズメン&ウィメン

ズクラブの皆様との出会いは大和

で開催されていた輪和Waコンサー

トに出演させていただいた時だった

と思います。私達もこのコンサートの様なへんてこりんな面

白いバリアフリーコンサートを開催したいというものでした。も

ちろんへんてこりんなという言葉ではなくこの様な素晴らしい

コンサートをと言うお話でしたが横浜室内合奏団のコン

サートの目的は皆さんに楽しかったまた来たいと思ってもらう

事の一点です。そこをワイズメン&ウィメンズクラブの皆様に

認めて頂いた事がとても嬉しかった事を鮮明に覚えていま

す。その後回数を重ね昨年10回目の記念すべきコンサー

トのはずでしたがコロナの影響で延期になってしまいまし

た…ベートーヴェンは第9の交響曲が最後になってしまいま

したし9番を超えられなかった作曲家は結構いるんです…  

さあ、来年ベートーヴェンを超える事を目標に頑張りたいと

思います！ 

私達、横浜つづきワイズメン&ウィメンズクラブの特徴の

一つは、地域社会に根差したCS活動です。 

横浜YMCA、横浜北YMCAとの繋がりは強固で、

様々な会議体への委員派遣やプログラムへの参加は

私たちの活動の基礎となっていますが、一方、地域の

様々な団体、グループとの連携も確固たるものがあると

自負しております。老人施設での傾聴活動、グループ

ホームでの調理ボランティアや障がい者の送迎などを

行ってきました。 また、私達が続けてきた「You ＆ I 

コンサート」にはYMCAを含む団体、グループの方々が

関わって下さっています。 今回、ご一緒に働いて下さ

るグループの方々よりメッセージを頂きました。 
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《2代目担当主事》    

                  山添訓 

横 浜つづきワイズメン＆ウィメンズ  

クラブ15周年おめでとうございま

す。  2010年4月～2014年3月まで

担当主事として関わらせていただきました。 

振り返ると、横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ5周

年、ワイズ国際大会が横浜で行われ、第1回北YMCAと

の交流会、第1回You＆I コンサートが行われ、東日本大

震災後の被災地支援など、今も続けられている活動の最

初の時に関わっていたのだと、改めて思いました。 

 毎年5月に行われる富士山例会では、いつも以上に

「しゅに交わる」時間を過ごし、より皆様との関係を深める

機会となりました。 

 北YMCAとの交流会は、YMCAをサポートするワイズメン

ズクラブとして、職員との交流会を行いたいと言っていただ

き、わざわざ菊名までお越しいただくことになりましたが、毎

年、大勢参加していただき、会を行うことができました。

YMCA職員にとっても、バザーなどでしかお会いすることがな

かった、ワイズのメンバーと食事を共にして、交流できたこと

は、良き時間だったと思います。常日頃から、人生の先輩

であり、社会人としても先輩である、多くの賜物を持ってい

るワイズメンと交流する機会は、とても貴重なことだと思って

います。 

 You＆I コンサートは、障がいのある人もない人も世代も

越えて、誰もが楽しめるコンサートとして始まりました。第1

回目の時に、何人の方が来てくださるのか、不安でしたが 

400人近くの方が集まった会場を見て、横浜つづきワイズ

メン＆ウィメンズクラブがいかに地域の人たちとつながった働

きを日常から行っているのかを感じる時でした。今は、コロナ

禍にあり、コンサートを行えない状況ですが、また再開でき

ることを信じて待ちたいと思います。 

 東日本大震災復興支援活動は、被災地訪問や誕生

日カードを送ることなど、今も継続して行っていることは、頭

が下がります。私もみやま荘に訪問させていただきました

が、少しでも何か寄り添うことができればと思って訪問したの

ですが、逆に勇気づけられて帰ってきたことを今でも思い出

します。 

 最後に、これからも隣人のために活動を続けるクラブとし

て、神様の豊かなお恵みとお導きがあるようにお祈りいたし

ます。 

《初代担当主事》  

      渡辺誠二 

創 立15周年おめでとうございま

す。さて産声は上げましたが、

都筑地区にはYMCA拠点がなく、北YMCAとの連携という

旅立ちでした。当時の他のY’ｓとは異なり、独自の方針で

地域に寄添う姿勢は頼もしいところでした。地域にある多

様な市民活動とも連動した視野の広さは、ＹＭＣＡその

ものを体現するように思われました。さて、このコロナ感染症

が依然として猛威を振るっている中での活動はいかがでしょ

うか。渡辺は日本のロータリークラブに機関誌を発行する事

務所におりますが、全国から届く活動報告は、寄付・寄贈

活動が多く、汗を流すような事例は減少しています。地域

の課題に取り組んでいる多くの団体も同様な状況ではない

でしょうか。ＹＭＣＡとの共感関係、対話を維持しつつ、

祈りつつ活動することは、弱くされている地域の仲間の良き

理解者で協力者であり寄添うことができます。どうぞオープ

ンネスを発揮しての益々のご活躍を期待します。 

《3代目担当主事》    生井友三 

15周年おめでとうございます！ 

横 浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブの皆さま！15

周年まことにおめでとうございます。心よりお祝い申

し上げます！ 

ここまでのあゆみの中で、様々な地域に対してのご奉仕

や国際協力支援活動、ダイバーシティへの取り組みなど、

多くの活動にご尽力されてこられましたこと！これぞ『ワイズ

メンズクラブの活動』であるといつも感じておりました。その取

り組む活動や事業を通して、社会への奉仕、青少年育成

も含めYMCAへの支援と協働など、素晴らしい活動ばかり

です！ 

さらには、新クラブ設立の活動支援をはじめとした組織の

強化など、どの取り組みもエネルギッシュに関わられていたこ

とを強く覚えております。そして、いつも勉強させていただいて

おりました。 

わたくしが皆さまと関わりを持たせていただきましたのは、担

当主事として2014年5月2３日の例会に参加させていた

だいてからとなり、そこからとなります。   （以下次頁へ） 

私たちの活動の基礎となるYMCAとの連携で大切な役割を担ってくれるのは担当主事です。過去15年間、

仲間として一緒に働き交わってくれた5人の担当主事（含・現役）からもメッセージが届きました。 
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（前頁より）当時の会長 今城宏子さんや皆さまに見守ら

れながら入会式を行っていただきましたこと、その会の例会

卓話では、『緩和ケア』についてのお話を昭和大学の先生

からいただいたこと、今でも覚えております。 

さらには、2016年５月に富士山YMCAにて開催され、

私も参加させていただきました『10周年記念例会』も思い

出されます！本当に楽しかったですよね。たくさんの思い出

の中でも、この例会のことが記憶に残っております。 

真面目に会を持ちつつも、『遊び』も忘れることなく、皆さ

んで、よく食べ！よく歌い！よく飲み！よく楽しんだ！とにか

く、“なが～い夜”を皆さんと過ごさせていただいたと記憶して

おります。 

翌朝の礼拝では、相賀牧師からのメッセージと讃美歌

301（讃美歌21 155）を皆さんと一緒に富士山YMCA

のテラスにて讃美したことも印象深く覚えております。とても

楽しかった思い出です。 

どの例会でも、真面目に活動について話し合い、準備

し、どの活動でも、多くの方々を巻き込んで、そして、活動

の輪を大きく広げていかれる皆さんの働きに、多くを学ばせ

ていただいておりました。いつもそこで感じていたことは、『自

分を愛するように隣人を愛す』という聖句でもありました。 

ワイズメンズクラブとYMCAの両者はパートナーの関係で

あり、その関係を常に大切にしてくださっていたと感じておりま

した。さらには、担当主事をとにかく大事に、大切にしてくだ

さったクラブであったと感じております。皆さんとの時間にあら

ためて感謝を覚えます。 

限られた時間ではありましたが、担当主事交代後もクラ

ブに在籍をさせていただき、地域とともに活動を進め、そこに

あるたくさんの笑顔を大切にされているクラブの方々と一緒

であったことが、今もうれしい思い出の時間です。You & I

コンサート、チャリティーラン、教会でのＢＢＱ、もちろん毎

月の例会が本当に楽しみでした！※イベント後や例会のあ

との交流会は、特に楽しみでした！ 

TKBの皆さまのやさしさとTKOJm（かわいいおじちゃま）

のパワフルさが懐かしいです。 

どうぞこれからも皆様のお働きが、ますます主に祝福され

ますとともに、さらに多くの笑顔とともに広がっていきますよ

う！そして、ワイズダムの推進を担っておられる皆様の上に、

豊かな恵みがさらに注がれますよう、お祈りしております。 

         主とともに （2021年5月13日） 

 

《4代目担当主事》 

          山中奈子 

創 立15周年おめでとうございま

す。 私が横浜北YMCAに勤

務していた2008年4月から2020年3

月まで、つづきワイズメン＆ウィメンズクラブの皆様には娘のよ

うにかわいがっていただきました。特に2018年からの2年間

は担当主事としてかかわらせていただきました。 

私にとって一番の思い出は「You＆I コンサート」での一

場面です。ミーティングの中で「子どもたちと一緒に舞台にあ

がれないか…」との一言で「さんぽ」に合わせて行進をするこ

とになりました。最初は「誰も来ないのでは…」と心配でした

が、そんな心配は無用でした。たくさんの子どもたちが集まり、

元気に行進をすることができました。舞台から降りたくない子

どもがいた時も、皆さんがゆっくりと待ってくださっている様子を

見て、このコンサートの本当の意味を感じました。 

つづきクラブの皆さんの温かいおもてなしの心といくつになっ

ても学びを止めない姿を心から尊敬しています。これからも

末永い活動と皆様のご健康をお祈りいたします。 

《5代目担当主事》 

  横浜北YMCA 館長 鴨下純久 

創立15周年に寄せて 

横 浜つづきワイズメン＆ウィメンズ

クラブ創立15周年おめでとうご

ざいます。 

 以前、横浜クラブ、横浜とつかクラブの担当主事を務めま

したので、横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブは、私自

身3つ目のクラブの担当主事となります。所変われば雰囲

気も変わると言いますが、例会で食事を摂らないクラブを初

めて経験しています。例会の後の全員での食事会が何より

楽しい時間とお聞きしています。残念ながら、担当主事を

務め始めた時は、緊急事態宣言が発出されたばかりで、

皆さんで食事を摂ることができない状況でした。そのことは、

この原稿を執筆中（2021年5月）も継続しています。 

また、コロナ禍の影響により、例年実施しているイベントの

中止が続いています。しかし、今を充電期間として、いつで

も動けるように横浜北YMCAと協働して地域や社会の課

題に向き合い、You & I コンサートやバザーなどの準備を

進められたらと思います。そして、一日も早く、皆さんで楽し

い食事会ができる日が来ることを願っています。 
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「ひとつ。自分を愛するように…」  

    相賀昇 

私 た ち は か れ こ れ 一 年  

以上、これまでの日常や

当たり前がそうでなくなった現実に

耐えながら、まさにコロナ禍にほんろうされるなかでクラブ創

立15周年を迎えております。しかしそれだけに「ひとつ。自

分を愛するように隣人を愛そう…」と、共に唱える「ワイズの

信条」が心を励まし、力強く迫ってまいります。おそらくこの

第1項は「…あなたの神である主を愛しなさい、また、隣人

を自分のように愛しなさい」(ルカ10・27)に由来するのであ

りましょう。イエス様はこのお言葉を「善いサマリア人」のたと

えのなかで語られ、最後に「行って、あなたも同じようにしな

さい」と結んでおられます。ともすれば意気消沈しがちな

日々ですが、ワイズの信条とソングに励まされつつ、これから

も「行って、おなじように」できるクラブとしてますます前進で

きるよう願っております。 

    今城宏子 

1 5年を振り返って思うことは月

日の経つのが速いこと！あまり

に色々な経験をさせて頂いて、忘

れていることも少なからずあります。

その中で印象に残っているいくつか

を挙げれば、横浜での世界大会に訳も分からず参加し、 

Y‘sの国際的な働きを実感したことや、東日本大震災の

被災地を訪問し心傷んだこと、クラブの5周年を記念して

スタートした“YOU ＆ I コンサート”が震災復興のチャリ

ティコンサートとして続けられていること、移動例会や富士

山例会でメンバーの絆をふかめたことなどが思い浮かびま

す。また、横浜YMCAのチャリティランや会員大会のお手

伝い、北YMCAとの交流会等を通してY’sの仲間の方々

はもとより、YMCAの若い方々との交流も得難い経験と

なっています。Y’ｓの信条にあるように、地域の中での「み

んなの家」「アーモンド」などNPO法人の方々との交流、グ

ループホーム「すぷーん」でのボランティア活動はずっと大切

に続けていきたいと願っています。 すべてに感謝して。 
活動再開を期して！ 

    今城高之 

我 がつづきクラブがこの地に根

を下ろして15年が過ぎまし

た。その間メンバーの出入りはあった

ものの、チャーター当時とほぼ変わら

ぬ人員に恵まれ、これまで地域のための活動を継続してこ

られたことは感謝です。とはいえ、最近入会した1名を除く

全員が後期高齢者ということで、自慢にはなりませんが、

東日本区でも有数の平均年齢の高さを誇って？います。

15年の間、様々なプログラムに取り組んできました。その

中でも、5月の富士山例会、9月のYou & I コンサート、

秋のバス旅行などは年中行事として定着しました。毎年2

月の横浜北YMCAとの交流会も恒例となっています。ここ

1年半ばかりは、これら全てがキャンセルとなり寂しい限りで

すが、コロナ禍の収束を待って直ちに復活させたいと思いま

す。最後になりましたが、我々のクラブには、地元に様々な

仲間がいることが自慢です。地域の人々のために一緒に

働く仲間との絆をますます強め、もう少し頑張ってみようと

思う今日この頃です。 

15周年に思うこと 

    岡崎さよ子 

2 012年3月 の 入 会 式 か ら  

9年、感慨深い年月となりま

した。 何の知識もなくワイズメン

バーとなり、事務例会で初めて教

会の門をくぐり、教会椅子の硬さを知りました。 

ワイズメンズクラブ15年の歴史は、一重に会長以下役員

のご努力とブリテンの継続によるものと確信しております。 

ブリテンはつづきワイズメンズクラブの歴史と言っても過言で

はないと思います。 

この度、事情があって暫く休会させて頂きます今、俳句の

駄句を並べることしかできません。 

リラ冷えや 教会椅子の 小座布団 

ドクダミや 百まで生きる 話して 

夏来る みどり楽しむ てふ会に 

緑道で 街が繋がる ニュータウン 

創立15周年にあたり、クラブメンバーが一言のメッセージを寄せました。 
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     岡田美和 

ワ イズメンズクラブでは活動を通して多くの人たちと交わりつながる

ことができました。60歳を過ぎて入会し、

若い気持ちで理想をもって活動できました。 

 東日本区大会の夕食会では同じ思いの人たちと交わり

良い時間を持てました。つながるということは、笑顔を交わし

たり、握手したり、挨拶したり話すことも、、、 

つづきクラブでは素晴らしい人たちに出会えました。例会

はワイズダムの基本、チャプレンの言葉、卓話や話し合いな

どしています。その後の親睦会は楽しい場です。特別例会

は富士山例会・移動例会・クリスマス会・ＢBＱ会など。Ｃ

Ｓ活動では「ＹＯＵ＆Ｉコンサート」・傾聴ボラ・被災地支

援のカード作り・福祉農園など、また北ＹＭＣＡとの共働

ではチャリティーラン・北Ｙまつり・バザー・うたごえ広場などで

大勢の人とつながれました。 

１５年間の交わりつながりで培ってきたものを根っこに、

これからも元気に楽しく年を重ねていきたいと思っています。    

    胡麻尻眞佐 

入 会して4年目にな り ます。  

神戸でYWCAの茶道教室で

学んだり「婦人の友」読者友の会に入

会して初めて聖書と讃美歌を手にしま

した。夫の転勤に伴い、東久留米の社宅に入居して数年

後横浜に移り、友の会は辞しました。近くに住む友人に誘わ

れ、聖書のグループに参加したりしましたが、信者にはなれま

せんでした。が、友人たちとボランティアのグループを作り、老

人ホームを訪ねたりしました。数年後私は変形性股関節症

を患い、何度も手術を受け活動が出来なくなり、また、友人

たちも各々忙しくなり活動も終わりました。現在、夫の逝去

一週間後から目の難病の加齢黄斑変性の治療が始まり、

右目30回、左目は13回の注射治療を受けていますが、両

目合わせて0.3位の視力しかなく、細かな字を読むことが不

可能です。現在、“要支援2”の支援を受けて、何とか自立

の生活をしています。夫の中学からの親友の米谷氏が今城

さんの古いお知り合いと伺い、会に親近感を感じています。

米谷氏も2年前に亡くなられたので、今頃は天国で夫と麻

雀かゴルフを愉しんでいるかと思ったりしています。 

             杉本千津子 

学 生時代にはワークキャンプやYWCAでの活動に参加した

りもしましたが、社会に出て、結婚して

子育てに励み、長い海外生活を経て、何もかもがゆっくりと

進み始めた矢先、連れ合いが病を得、その後介護の甲斐

もなく天に召された頃、私も後期高齢者になっておりまし

た。若いころから親しんだダンスも体力的に難しく、天職と

思って続けていた英語教室は教える方も生徒も共に高齢

化、さて残る日々をどう過ごそうかと思っていたところ、弟夫

婦の誘いにより「つづきワイズ」なるものに参加しました。  

この歳になって新しい友達を得ることはなかなか経験できな

いことで、プログラムの全てに参加することは叶いませんが、

月に一度の例会が格好の刺激となり、新しいお交わりを

楽しんできました。そんな矢先のコロナ禍により行動範囲は

狭められ、ワイズの活動からも遠ざかっておりますが、必ず

や元のような日々が戻ることを信じてひたすら待つこの頃で

す。 

つづきクラブに入会して 

鈴木恭子 

つ づきクラブが15周年を迎えるにあたり、私はワイズへの気

持ちを振り返ってみました。 

私のYMCAとの出会いは、入学した高校で、相沢安正

という先生が顧問をされていたHiYクラブに入会した事から

始まりました。先生とのお交わりは一昨年１０１歳で天に

召されるまで続きました。つづきクラブが出来て夫と共に入

会した時、先生はとても喜んで下さいました。 

つづきクラブ会員の皆さんは社会で活躍してこられた個

性豊かな方々でした。その中で私は社会に出て働いた経

験がありません。活動内容も理解できない内に、横浜で

開かれた世界大会へ参加したことやクラブ例会後の帰宅

が遅くなることなどが私には負担でした。数年前、久しぶり

に先生をお訪ねしてお話をするうちに、私の気持ちは変わ

りました。その後、「みんなの家」や東日本大震災被災地

の方々との交わりなど、私が参加できる場が増えてきまし

た。今、私は一人一人が違った力を出しあって同じ目標に

向かい共に歩むつづきクラブは素晴らしいと思い楽しくなり

ました。        
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つづきクラブと共に15年 

    鈴木 茂 

横 浜つづきクラブが創立15周

年を迎え、クラブと共に歩ん

できたこの歳月を振り返りますと、誠に

感慨深いものがあります。林 茂博さんに誘われて私がワ

イズに入ったのは69歳の時でしたが、これを契機に私に

は、クラブや湘南・沖縄部そして東日本区のワイズの方々

との新しい交友が生まれ、それまで全く知らなかった人生

が開けてきました。さらに、YMCAとの関りも広がって、横

浜YMCAの常議員やYMCA史学会理事等の役割も入

り、週の半分以上はワイズかYMCAに関連した日常生活

が中心となりました。その結果、私が描いていた定年後あ

るいは老後の人生が一変してしまいました。それまで想定

していなかった新しい世界を経験したという点では、私の

人生が豊かになったと感謝しています。 

しかしここにきて、クラブの中のみならずワイズの世界を見

回しますと、ほとんどの方々が結構なご高齢で、このまま放

置すると先細りは絶対に避けられません。15周年を迎

え、改めて会員増強の意義を痛感しています。          

ワイズに参加して 

     辻 剛 

横 浜つづきクラブにチャーターメ

ンバーとして夫婦で入会させ

ていただき早や15年がたちましたが、

振り返りますと“感謝”の気持ちでいっぱいです。お陰様で

定年退職後の人生も大変素晴らしい日々を送ることがで

きました。第1に、新たに多くの知人、友人に恵まれまし

た。クラブ、部、区、国際とそれぞれの分野で素晴らしい

仲間に出会いました。この方々は私たちにとって宝物とな

りました。ワイズに参加していなかったら、現役時代の同僚

や同業他社の親しくしていた知人などと細々とお付き合い

をしながら人生終わったかもしれません。第2に、ワイズの

素晴らしい理念、「愛と奉仕の教え」にもとづき仲間と微

力ながらYMCAや地域にたいする奉仕活動をともにできた

ことです。ささやかな奉仕でもだれかのお役にたっていると

思えることは大変新鮮でした。奉仕をとおしてさらに新しい

仲間との出会いもあり、ますます充実したクラブライフをおく

ることができました。第3は、奥方の孝子ワイズと一緒に入

会したことが大正解でした。クラブ設立時6組の夫婦会員

が参加し大変親しくなりました。現役時代はほとんど自宅

で夕食をとることもなく、奥さんは“おひとりさま”のような

日々を送っていましたが、ワイズの行事や活動にはできる

だけ夫婦で参加し、ふたり一緒の時間が沢山出来たと感

謝しています。残された人生もワイズに浸りながら終えたい

と願っています。  

ワイズに参加して 

    辻 孝子 

林 茂博さんが家に来られ、ワイズ

へのお誘いを受けたのが昨日

のように思われます。右も左もわからず

入会したワイズですが、もう15年もたったとは夢のようで

す。初めてYOU & I コンサートが実現できたときの感激

は今でもよく覚えています。ここ最近は体を壊してなんの奉

仕もできず大変残念ですが、素晴らしいお仲間ができたこ

とが、何よりの幸せなことです。これから先も皆さんとのお付

き合いを大切に過ごせたらとせつに願っています。  

    福島佐世子 

横 浜つづきワイズに入れて頂い

て10年余りになります。子ど

もたちも独立し、何か次の人生を考え

なければと思っているときに学生時代

に神戸YMCAのキャンプでリーダー仲間だった今城さん夫

妻からお誘いいただき、「とりあえず」と思って参加させて頂

きましたが、居心地のいい場所で、結局現在まで会員を

続けています。参加したばかりの頃は、訳の分からないこと

ばかりで夢中になって皆さんについて行こうとしていた日々

でした。富士山例会や暑気払い例会でのBBQ、移動例

会でのブドウ狩り、チャリラン等々、楽しいプログラムばかり

が頭に、心に残っています。その間に、思いもしなかった夫

の介護が大変な日々となってしまいましたが、ワイズに在

籍させて頂いているお陰で、皆さんからの優しい後押しが

あり、苦境も乗り切れそうな気がしています。歳には関係

なく、その時々の「青春」を楽しもう、と思いながら、改めて

自分の居場所になっているつづきワイズの仲間に感謝して

います。 
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     横田孝久 

早 いものでクラブも15周年です。小生があるきっかけで

入会したのは2007年8月でした。 

そう云えばクラブ設立の２年目だと当時知りました。 

もう14年が経っているわけですが、さて、振り返って活動に

対する自己評価はゼロ点かなと考えています。何の貢献も

できていません。 

しかし、自分なりには居心地のよいクラブで、メンバーに恵

まれご指導も受け少しは地域のCS活動にも参加し、多く

の人達との交流を通じて特に老後の人生に新しい異文化

を吸収できている事は感謝しています。 

思えば確か2007年2月頃に鈴木 茂さんから老人の飲

み会集団があるから来ないかと誘いを受けたことが始まりで

した。YMCAとの交わりも懐かしく例会はさておき、例会後

の親睦は本当に楽しい時間です。それがコロナ禍本当に

憂うつです。ZOOM会議も嫌です。早く収束して元のクラ

ブライフに戻ることを祈りつつ、携わる皆様に感謝を申し上

げながら振り返りとします。 

メンバーとして 

     山添訓 

最 近は、例会に参加できない放蕩息子で申し訳ございませ

ん。ブリテンはいつも楽しみに読ませていただいております。 

横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブに関わってから 

10年、思い返すとあっというまでした。例会では、普段聞く

ことができない内容の卓話を聞き、その後の親睦の時に

は、YMCAのことを熱く語ったり、人生の先輩として訓示を

受けたりと、とても充実した時間でした。 

 つづきの皆様は、横浜YMCA会員総会や会員大会、ク

リスマス礼拝・祝会にも大勢参加していただくなど、いつも

YMCAをサポートすることを大切に考えてくださいました。そ

んなクラブに誇りを感じます。 

 これからも、末永くクラブ活動ができるように歩んでいきた

いと思います。放蕩息子は、いずれ家に帰ります。 

           坂口直樹  

 

本 年1月に入会させていただきました。栄えある15周年

記念の年に新人としてクラブに入会

できたこと大変嬉しく思います。入会の動機などChange!

2022”ニュースレターNo.23に掲載させていただきました

が、YMCAとの縁、ご近所のご縁など偶然のめぐり合わせ

か、いや生きていくことはすべて計画されたことなのか、いず

れにしても素晴らしい人間力のある方々とご一緒できるの

が大変楽しみです。私が仕事関係などでこれまでお会いし

た方が約5千人、友人知人同級生同窓生同期など合わ

せても1万人程度ですが、世界を見渡せば78億人、1億

2千万人の日本の人口からすれば一生のうちに出会う人

はごく限られています。その意味でワイズでの“めぐり合わせ”

は奇跡です。この出会いを大切に、お互いを尊重し知識を

高め、かつ奉仕することの「しあわせ」を感じます。これから

もつづきワイズメン＆ウィメンズクラブに積極的に参加して楽

しい時間と奉仕の心を満たしていきたいと思います。 

                （写真：愛犬アルト君と） 

   林 茂博・理子 

 

1 975年私たちは沼津 

クラブにメン・メネットと

して入会して以来、東京目

黒・仙台・東京コスモスと四つのクラブを経て、横浜つづき

ワイズメン＆ウィメンズクラブのチャーターメンバーになりまし

た。クラブ創立15周年を迎え、ワイズライフ46年となったわ

けで、まあよく続いたものだと感慨深いものがあります。とは

言え、茂博は2017年1月に肺腺癌で左肺の半分を切除

する手術、理子は2018年8月に背・腰骨の矯正手術で

筋金を骨に２０本のネジで止める大手術を受けたために

休会せざるを得ない状態になりました。いまだに二人ともリ

ハビリに励んでおりますが、茂博は2019年7月に復帰がか

ない、理子もあと少しのリハビリで復帰できそうな状態まで

回復してきました。 

老化の進行に加え、手術で失った機能の影響で、昨年ま

でできたことができなくなっていく現実を受け止めながら、ま

だ残されたできることを、できるときに、無理をせずに継続し

てゆきたいと話し合っています。終の棲家ならぬ「終のクラブ

ライフ」を二人で楽しんでいきたいと願っています。 
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《15周年記念例会報告》                        
日時 5月28日(金) 17:00～19:00 

場所 かけはし都筑 

出席者：(会場)相賀、今城T・H、岡田、岡崎、鴨下 

  胡麻尻、坂口、鈴木K・S、辻T・Ts、林S・M 

  福島、横田  （ZOOM)杉本、山添 

 ビジター：(会場)田口努、古賀健一郎(横浜) 

  権藤徳彦(東京町田コスモス） 

  佐藤節子(厚木)、久保勝昭、中村純子 

  久米康子(つるみ)、 

  （ZOOM)栗本次郎(熱海）佐藤茂美(東京） 

  日下部美幸(厚木）、大久保知宏(うつのみや） 

  大高治(横浜)、石田孝次(多摩みなみ） 

  小原史奈子(たんぽぽ）、長谷川あや子(八王子) 

 ゲスト：（会場)高松満至、（ZOOM)水田秀子 

 ◎会場24名、ZOOM11名/全35名（以上敬称略） 

 ～概要~ 

◇鈴木会長による点鐘で開会し、全員でワイズソング・ワイズの信

条を唱和 

◇相賀牧師による聖書朗読：テサロニケ5：12-13（2021年

度横浜YMCA主題聖句）と祈祷。 

◇会長が挨拶に立ち、頼りない高齢者集団が長きにわたり活動

を続けてこられたのはYMCAならびにワイズの仲間のご支援の賜

物と謝辞を述べた。 

◇司会者がビジター、ゲストを紹介し、困難な折に参加いただい

たことに感謝を述べた。 

◇石巻広域クラブ清水ワイズが連帯のメッセージを寄せ、当日同

時間に同クラブの5周年が祝われているとのこと。 

◇田口努氏（同盟総主事）が「コロナ禍のＹＭＣＡ、 一年の

振り返りとこれから」と題し、コロナ禍により全国のＹＭＣＡが極

めて厳しい状況におかれている中、日本YMCAが進めるコロナ

禍の危機対策と未来への選択について熱く語って頂いた。 

＊東山荘で過ごした子供たちの作文には再三「安心・安全」が述

べられている。安心・安全が教育と実感される。 

＊YMCAが休館中の昨年、感染予防と感染者を差別しないこと

でオンラインの事業再開を訴える。 

＊ネットによる共同の祈りと「離れていても繋がっている」コンサート

を世界に発信。 

＊全国のYMCA240施設の内183が活動継続（76％） 

＊宿泊を伴う事業（研修センター・野外活動等）、日本語学校

への影響が特に心配。 

＊財政的打撃は著しく、3億円規模の減収が見られるが、様々な

支援措置、募金の活用で財政再建を図る。 

＊アマゾンとのコラボレーションなどを生かし、新しい形の寄付の相

方を探る。 

＊企業や行政とのパートナーシップにより地域社会の課題に対

処。 

＊自分の変化を世界の変化に“Change Agent”の育成に傾

注。 

＊多様性を認める社会実現のためにテクノロジーの活用。オンライ

ンコミュニティプラットフォームの構築を図る。 

＊日本YMCA中期計画標語「光は闇の中で輝いている」で社会

のネガティブを見据えての活動展開。 

＊全人一貫教育の価値最大化で社会の健康をめざす。 

＊若い世代が夢を持ち自己実現のために参加できる社会の創

造。若者の信頼できるパートナーとして。 

◇林ワイズが「写真で綴る横浜つづきクラブ15年の歩み」と題する

フォトセッションを行った。当クラブ創設に中心的役割を果たした

林ワイズの熱のこもったプレゼンに感謝。 

◇今後の行事予定他の事務的案件処理の後Happy Birth-

dayで岡崎さよ子さん、林理子さん、鈴木茂さんの誕生日を祝

した。 

◇会長が参加者全員、特に遠方からの方、ZOOM参加の方々

への感謝の言葉の後閉会点鐘で閉会。 （今城T 記） 
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写真で綴る15年間 


